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●曳山祭見どきガイド

一般社団法人 南砺市観光協会
富山県南砺市是安206-22（JR城端駅内）　TEL 0763-62-1201

城端曳山会館
富山県南砺市城端579-3　ＴＥＬ 0763-62-2165お問い合わせ

4日（月）

5日（火）

（宵祭）

６ヶ町の各山宿での飾り山は必見です。
18：00～ 御旅所（じょうはな座）にて獅子舞、お着儀、浦安の舞、城端賛歌、庵唄が奉納披露されます。
18：30～ 曳山会館にて、獅子舞・浦安の舞・城端賛歌・庵唄合同披露等が催されます。（雨天中止）

　9：00～ 御旅所から神輿・傘鉾行列が出発し、氏子町内を巡行、16：00ごろには神明宮へ還御されます。
10：00～ 善徳寺前に６台の曳山が集合し、野下→今町→東上→西下→東下→西上へと所望宿で庵唄を
 唄い巡行します。
13：30～17：00　東上（宗林寺町）から出丸に向けて巡行します。大工町での曳山屋根の折上げや、西下町
 （横町）と出丸町でのUターンが見ものです。
18：45 提灯山となり広小路を出発。東下→東上→大工町→新町
14：00頃と20：00頃　曳山会館（特設会場）にて各町の庵唄が披露されます。庵屋台・曳山紹介。
21：00頃 城端市民センター前での提灯山行列の引き返しは圧巻です。

×
飾り山宿

❶ 

❷ 

❸ 

❹

❺
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（棚田均精宅）

（畑　時夫宅）

（和 楽 庵）

（東 町 庵）

（出丸町公民館）

（西下町公民館）

東上町　東上町内会

大工町　山下　幸応

西上町　黒田　泰人

東下町　東下町内会

出丸町　出丸町町内会

西下町　藤田　賢治

4日
午後6：00～午後10：00まで
 善徳寺前交差点から城端庁舎前交差点が

通行止

5日は右図の通り

通行止
午前8：30～6日午前0：00まで

午　　　前
午　　　後
提　灯　山
帰　り　山
終日車両通行止
駐　車　場
車両の進行方向
見どころポイント!

画 小原好博



宝
槌
会

空
ほ
の

諫
鼓
共
和
会

重
ね
扇

草
の
葉
に
冠
友
会

五
月
雨

布
袋
同
志
会

薄
　
墨

恵
友
会

夏
は
蛍

松
声
会

〔
解
　
説
〕︵
江
戸
端
唄
系
︶
文
化
十
四
年
︵
一
八
一
七
︶
江
戸
中
村
座
で

上
演
し
た
﹁
追
善
累
扇
子
﹂
に
、
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
が
七
役
を
演
じ
好

評
を
受
け
た
時
に
出
来
た
小
唄
で
あ
る
。
元
唄
は
﹁
重
ね
扇
は
よ
い
辻
占

よ
、
二
人
し
っ
ぽ
り
抱
き
柏
、
こ
ち
や
命
で
も
何
の
そ
の
﹂
で
あ
り
、
重

ね
扇
、
抱
き
柏
は
尾
上
家
の
紋
を
意
味
し
て
い
る
。

　
現
行
の
曲
は
明
治
中
期
に
永
井
素
岳
が
改
調
し
て
作
っ
た
も
の
で
、

﹁
活
け
て
眺
め
て
…
梅
の
花
﹂
の
一
節
は
、
五
代
目
菊
五
郎
の
愛
人
辻
井

梅
の
名
を
隠
し
て
い
る
。

重
ね
扇
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よ
い
辻
占
よ

ふ
た
り
し
っ
ぽ
り　

抱
き
柏　

菊
の
花
な
ら　

い
つ
ま
で
も

い
け
て　

眺
め
て
い
る
こ
こ
ろ　

色
も
香
も
あ
る　

梅
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花
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う
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は
な

〔
解
　
説
〕（
江
戸
端
唄
系
）
明
治
二
十
四
年
（
一
八
八
七
）に
当
時
名
人
と

称
さ
れ
た
清
元
お
葉
が
作
曲
し
た
も
の
で
、
作
詞
は
川
田
小
一
郎
で
あ
る
。

　

日
本
銀
行
総
裁
で
あ
っ
た
川
田
が
愛
人
を
連
れ
て
、
向
島
水
神
の
料
亭
「
八
百

松
」に
遊
ん
だ
時
、は
か
ら
ず
も
も
う
一
人
の
愛
人
と
鉢
合
わ
せ
に
な
り
、と
ん
だ

鞘
当
て
と
な
っ
た
。「
富
士
筑
波
」は
そ
の
意
味
で
、「
い
ず
れ
が
菖
蒲
か
き
つ
ば
た
」も

勿
論
、
女
性
同
士
の
こ
と
で
あ
る
。お
葉
は
こ
の
情
景
を
見
事
に
小
唄
と
し
た
の
で

最
後
に「
オ
ク
リ
」が
入
っ
て
い
る
。

五
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に　
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の
ま
こ
も
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水
ま
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へ
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な
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〔
解
　
説
〕
俗
に
黙
阿
弥
の
ザ
ン
ギ
リ
狂
言
と
称
さ
れ
た
明
治
を
反
映
し
た

筋
書
き
で
、
黙
阿
弥
が
白
浪
物
一
世
一
代
の
書
き
納
め
と
し
て
い
る
。場
面

は
東
京
神
楽
坂
の
望
月
︵
金
貨
︶
の
住
居
で
、
旅
芸
者
弁
天
お
照
と
の
濡
れ

場
の
詞
章
で
あ
る
。

空
ほ
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東
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に

木
の
間
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の
　
ほ
と
と
ぎ
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鬢
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ほ
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れ
を
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き
あ
ぐ
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か
　
雫
が
露
か

濡
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朝
の
雨
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〔
解
　
説
〕
幕
末
の
安
政
五
年
︵
一
八
五
八
︶
に
出
来
た
う
た
沢
の
新
曲
で
、
後
に

江
戸
端
唄
の
代
表
曲
と
な
る
。歌
詞
は
津
守
国
基
の
和
歌
の
﹁
う
す
墨
に
書
く
玉

章
に
見
ゆ
る
か
な
　
か
す
み
の
奥
へ
帰
る
雁
金
﹂を
土
台
に
し
て
、
遊
里
の
女
性

の
悲
し
み
を
描
写
し
て
い
る
。﹁
畳
算
﹂は
占
い
の
一
種
で
、
待
人
が
来
る
か
来
な

い
か
を
、
笄
を
投
げ
た
畳
の
目
を
数
え
て
占
う
。庵
唄
は
特
に
う
た
沢
の
前
弾
き

を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
点
、注
目
さ
れ
る
。

　
薄
墨
に
書
く
玉
章
の
　
思
い
し
て

雁
啼
き
渡
る
宵
闇
に
　
月
影
な
ら
で
主
さ
ん
に

焦
が
れ
て
愚
痴
な
　
た
た
み
算

思
い
ま
わ
し
て
ま
ま
な
ら
ぬ
　
早
く
苦
界
を
候
か
し
く
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〔
解
　
説
〕
慶
応
元
年
︵
一
八
六
五
︶
江
戸
市
村
座
の
狂
言
﹁
処
女
評
判
善
悪
鏡
﹂
の

中
へ
使
っ
た
清
元
の
﹁
夕
立
﹂
の
一
節
の
端
唄
で
あ
る
。作
詞
者
は
河
竹
黙
阿
弥

で
作
曲
は
清
元
順
三︵
二
世
︶と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。須
走
り
の
お
熊
と
、
真
野
屋

徳
兵
衛
と
の
濡
れ
場
に
こ
の
端
唄
が
は
め
込
ま
れ
て
、
し
っ
と
り
と
し
た
節
付

で
如
何
に
も
江
戸
端
唄
ら
し
い
味
が
あ
る
。歌
詞
も
さ
す
が
に
黙
阿
弥
の
作
だ

け
に
簡
潔
の
中
へ
充
分
艶
を
も
た
せ
て
い
る
。

草
の
葉
に
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り
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月
も
小
夜
風
に

憎
や
こ
ぼ
れ
て
　
ば
ら
ば
ら
と

露
か
雫
か
　
雫
か
露
か

濡
れ
て
色
増
す
　
野
辺
の
色

く
さ
　
　
　

は
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よ
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ぬ
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〔
解
　
説
〕（
上
方
端
唄
系
）文
久
二
年（
一
八
六
二
）の『
粋
の
懷
』（
初
編
）に
掲
出

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
江
戸
端
唄
と
し
て
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。と
こ
ろ
が

城
端
庵
唄
と
し
て
大
正
十
四
年
に
布
袋
同
志
会
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
て
よ
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
各
町
内
で
使
用
さ
れ
、多
数
の
替
唄
も
出
来
た
。

　

歌
意
は
恋
に
泣
き
明
か
し
た
女
心
を
、
蛍
や
ほ
と
と
ぎ
す
に
託
し
て
述
べ
て

い
る
が
、
や
や
常
套
手
段
の
詞
章
で
あ
る
。し
か
し
節
付
が
庵
唄
用
と
し
て
適
合

し
て
い
る
ゆ
え
に
流
行
し
て
い
る
。
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よ
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泣
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あ
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し
た
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ほ
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あ
お
げ
ば　

顔
に
ば
ら
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と
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レ　
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よ
い
よ
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い
よ
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よ
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さ
め　
　
　

そ
で

西下町 諫 鼓山
 かん こ やま

享保年間の作を改修・増補
（1716～1736年）　　　　板車
三方唐破風の屋根、平天井

堯王
《享保元年（1716年）、木屋仙人の作》

優雅な庵屋台と華麗な曳山行列、桐の花咲く坂の町に紫の香りが流れる。

大工町 千枚分銅山
 せん まい ぶん どう やま

明治31年の大火で類焼、同39年
浅野喜平・辰次郎の作。　  輻車
四方唐破風の屋根、平天井

関羽・周倉
《寛政8年（1796年）、荒木和助の作》

西上町 竹 田山
 たけ だ やま

安永年間、小原治五右衛門の作
（1772～1781年）　　　　板車
四方一文字の屋根、平天井

恵比須
《寛政7年（1795年）、荒木和助の作》

東下町 東 耀山
 とう よう やま

享保年間の作を改修・増補
（1716～1736年）　　　　輻車
前後唐破風の屋根、格天井

大黒天
《安永3年（1774年）、荒木和助の作》

﹇ 

曳
　
山 

﹈

﹇ 

御
神
像 

﹈

﹇ 

庵
屋
台 

﹈

﹇ 

庵
　
唄 

﹈　
解
説
…「
端
唄
の
流
れ
る
里
　
桂
書
房
」引
用

東上町 鶴 舞山
 つる まい やま

安永年間、小原治五右衛門の作
（1772～1781年）　　　　輻車
千鳥・唐破風二重屋根、平天井

寿老
《安永2年（1773年）、荒木和助の作》

出丸町 唐 子山
 から こ やま

享保年間の作を改修・増補
（1716～1736年）　　　　板車
前後唐破風の屋根、平天井

布袋
《宝暦12年（1762年）、荒木和助の作》

《弘化3年（1846年）、小原治五右衛門改作》

一番山 二番山 三番山 四番山 五番山 六番山


